


組む─相撲
相撲は、土

ど

俵
ひょう

で力
りき

士
し

が組み合って戦う、日本の伝統的な格闘技です。すでに古
こ

墳
ふん

時代には力士や相撲をあらわした埴
はに

輪
わ

や土
ど

器
き

がつくられ、奈良時代の歴史書
『日

に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』には相撲の原形とみられる野
の

見
みの

宿
すく

禰
ね

と当
たい

麻
まの

蹴
け

速
はや

の力比べが記され
ています。また、相撲は格闘技であるとともに神事であることも大きな特徴で、
平安時代には貴族の宮廷行事の一つとして行なわれました。そして、鎌倉時代
以降は合戦のための武芸の鍛錬として武士の間に広まりました。さらに江戸時代
になると、相撲は見世物やスポーツとしての性格を強め、庶民の娯楽として人気
を集めました。
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射る・操る─弓術・馬術
日本の合戦において、弓

ゆみ

矢
や

は鉄
てっ

砲
ぽう

が登場するまでは戦場
でもっとも効果的な武器でした。そして平安から鎌倉時代の
合戦は、疾走する馬上から矢を放ち、的を射

い

る騎
き

射
しゃ

戦
せん

が
中心でした。そのため、弓

きゅう

術
じゅつ

と馬
ば

術
じゅつ

は武士の武芸の中でも
とくに重視されました。流鏑馬・笠

かさ

懸
がけ

・犬
いぬ

追
おう

物
もの

は騎
き

射
しゃ

三
みつ

物
もの

といわれ、平時における実戦訓練として武士社会で盛んに
行なわれました。また、貴族社会においても宮廷儀式に
弓術や馬術が取り入れられました。こうした歴史を通して、
日本の弓術と馬術は独自の進化を遂げ、弓具や馬具、射法
や騎乗法などに中国や西洋とは異なる特徴がみられるよう
になりました。
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蹴る─蹴鞠
蹴鞠は、革製の鞠を一定の高さで蹴り上げて、地面に落とさないよう数人で受け
渡していく遊戯です。勝ち負けを競うものではなく、蹴り方や動きの優雅さが
重要な見どころとされます。仏教などとともに中国から伝わったとされ、平安時代
には貴族の間で盛んに行なわれるようになり、蹴鞠の名手や名家が生まれました。
鎌倉時代には上級武士にも広まって、和歌や茶の湯などとともに武士のたしなみ
とされました。江戸時代になると、文化的な娯楽として裕福な町民層にも親し
まれるようになり、作法や装

しょう

束
ぞく

などさまざまなルールが整えられました。
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切る・突く─剣術
日本独自の刀剣である日本刀は、武士が歴史に登場する
平安時代後期（11世紀）に誕生し、刀剣を自在に操るため
の剣

けん

術
じゅつ

もその頃から発達したと考えられます。大規模な
戦乱が全国に広がった室町時代後期（戦国時代）には、
より実戦的な剣技を体系化した剣術流派が生まれ、その
理念や奥

おう

義
ぎ

を図解した秘伝書がまとめられるようになり
ました。天

てん

下
か

泰
たい

平
へい

となった江戸時代においても刀剣は
武士の象徴であり、心身の鍛錬としての性格を強めつつ、
さまざまな剣術流派が派生しました。また、実際に刀剣
を使う機会が少なくなったことから、試し切りによる刀剣
の評価も行なわれました。
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浮世絵にみる日本のスポーツ
江戸の町人文化を代表する浮世絵は、美

び

人
じん

画
が

や役
やく

者
しゃ

絵
え

以外にも、多彩な題材を取り扱っていました。とりわけ
江戸時代に一大スポーツ興行として発展した相撲は、
浮世絵の主要ジャンルを形成しています。江戸後期に
は、さらに画題のヴァリエーションは広がりをみせ、古今
東西のさまざまな文化や習俗、各地の風景や歴史的な
出来事などを描きあらわしていきました。ここでは、身体
能力を活

い

かした遊びや仕事、武芸に秀でた歴史的人物な
どを描いた浮世絵作品を通して、前近代における日本の
スポーツ文化をたどってみたいと思います。
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戦前の日本スポーツ界
大正後期から昭和初期は、戦前におけるスポーツ全盛の時代でした。第一次世界
大戦後、ナショナリズムの高揚や国民の体力向上が意識され、日本のスポーツが
興隆します。1923（大正12）年に起きた関東大震災後の復興期にあたる1924
（大正13）年には、東京オリンピック大会開催を想定した本格的な競技施設と
して、明治神宮外苑競技場が整備され、政府による全国体育デーが制定されま
した。また、1932年ロサンゼルス大会の水泳で、日本は男子6種目中5種目で
金メダルを獲得し、水泳は日本のお家芸と呼ばれました。
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東京オリンピック招致
東京のオリンピック招致活動は1940年大会が最初です。1940
（昭和15）年は皇紀2600年にあたり、日本の節目の年に国威を
発揚すること、1923年の関東大震災から復興した近代都市東京
を世界にアピールすることがおもな端緒でした。しかし、日中戦争
の激化により、1938（昭和13）年7月、大会を返上します。戦後
は、1960年大会を東京に招致すべく「スポーツ精神の交流に
よって恒久平和の確立に寄与すること」を主張します。1960年
大会はローマに決まりますが、その４年後の1964年大会は東京
に決定し、アジア初のオリンピックを開催します。
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1964年東京オリンピック
幻となった1940年大会以来、東京でのオリンピック開催
は日本の悲願でした。第二次世界大戦の敗戦から経済
復興を成し遂げた日本は、あらためて東京大会の実現を
めざし、1959（昭和34）年のIOC総会で1964年大会の
開催地として選出されました。その後、競技施設や新幹線
をはじめとする交通網などが急ピッチで整備され、1964
（昭和39）年10月10日、アジアで初めてとなるオリンピック
が開会しました。参加国は過去最高となる94か国に上り、
正式競技に加わった柔道とバレーボールを含む20競技、
公開競技の男子野球、デモンストレーションとして武道
が行なわれました。
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オリンピックのポスター
近代オリンピックは、スポーツ以外にも競技にまつわる芸術活動を重視してき
ました。初期には音楽や舞踏のプログラムが主でしたが、ポスターやメダルの
造形性が競われ、やがて大会運営そのものに芸術家やデザイナーが関与するよ
うになりました。1964年東京大会では勝

かつ

見
み

勝
まさる

を座長にしたデザイン懇談会が
組織され、大会の統一デザインをリードしました。ポスターを担った亀

かめ

倉
くら

雄
ゆう

策
さく

は、
シンボルマークによる1号ポスターのほか、写真を全面に用いた 3種のグラビア
多色刷公式ポスターを発表しました。これは歴代オリンピックでは前例のない
試みでした。
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オリンピックのメダル
日本が初めてオリンピックに参加したのは、1912年ストック
ホルム大会（スウェーデン）です。この大会では嘉納治五郎が
団長を務め、三島弥彦と金栗四三が陸上競技に参加しました。
初めてのオリンピックメダルの獲得は、1920年アントワープ

大会（ベルギー）におけるテニス・シングルスの熊
くま

谷
がい

一
いち

弥
や

となり
ます。その後、戦争による中断を挟みつつ、オリンピック出場
を目指して選手たちは努力を重ねてきました。このコーナー
では、その選手たちの活躍の一端を紹介します。
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